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あゆみの沖縄観光
本土復帰50周年記念誌



（万人）

（万人）

（万人）
250

500

1,000

沖縄の観光客数
1.9 3.82.0 5.3 8.5 11.2 14.7 17.2

年計
10万人を
突破！

（万人）

History

1941
● 沖縄ホテル 開業
　（県内初の観光ホテル）

● 日本旅行創業
　（国内初の旅行社）

提供：有限会社沖縄ホテル

提供：沖縄県公文書館

提供：全日本空輸

提供：沖縄県公文書館

提供：日本トランスオーシャン航空

提供：那覇市歴史博物館
提供：沖縄県公文書館

提供：沖縄ツーリスト株式会社

提供：日本航空

● 沖縄観光の動き　● OCVBの動き　● 日本の動き　● 世界の動き

［昭和14年］

19601954 1970

年表と写真で見る「沖縄観光」 のあゆみ

沖縄本土復帰前まで

History
 of

Okinawa

1941

1962

History
 of

Okinawa

年1941 年1971

1963

1971

1955
● 西ドイツ ＮＡＴＯ加盟　

［昭和30年］

1956
● 日本国際連合 加盟
● 日ソ国交回復

［昭和31年］

● 東京タワー 設立
● ヨーロッパ経済共同体（ECC）結成

1964
● 東海道新幹線 開通
● 東京オリンピック・パラリンピック 開催
● 海外渡航自由化

［昭和39年］

1968
● 小笠原諸島 日本復帰
［昭和43年］

1956

1955
● 「
社
団
法
人
沖
縄
観
光
協
会
」設
立

　観
光
案
内
所
設
置

● 

那
覇
商
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
に

1958

● 

B
円
か
ら
ド
ル
へ
通
貨
切
替

1959

● 

世
界
一
周
観
光
船「
カ
ロ
ニ
ア
号
」那
覇
寄
港

● 

沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社 

設
立

● 

初
の
観
光
専
用
タ
ク
シ
ー 

認
可

1963

1964

● 

観
光
基
本
法 

制
定

● 

第
1
回
名
護
さ
く
ら
祭
り

　県
指
定
文
化
財（
名
勝
）に
指
定

● 「
首
里
金
城
町
石
畳
道
」が

1966

● 

那
覇
空
港
観
光
案
内
所 

開
設

1967

● 

南
西
航
空（
現
J
T
A
）離
島
路
線 

開
設

● 

中
華
航
空
就
航

● 

T
W
A
航
空
太
平
洋
線
開
設

● 

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
航
空
太
平
洋
線
開
設

1971

1970

● 

旧
海
軍
司
令
部
壕 

営
業
開
始

● 

沖
縄
海
中
公
園（
海
中
展
望
塔
） 

営
業
開
始

● 

第
1
回「
お
き
な
わ
ま
つ
り
」開
催

1965

● 

観
光
音
頭「
め
ん
そ
ー
れ
沖
縄
」制
定

　（民
間
初
の
ゴ
ル
フ
場
）開
業

● 「
沖
縄
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

1960

　（京
都
観
光
団
8
6
名
）

● 

戦
後
初
の
沖
縄
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
来
沖

1961

1962

● 「
那
覇
市
観
光
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
」結
成

　（旧
国
内
線
第
2
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）完
成

● 

那
覇
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

　全
国
高
等
学
校
野
球
大
会
に
初
出
場

● 

首
里
高
校
が
第
4
0
回

1957

　（現
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル（
株
））設
立

● 

沖
縄
ビ
ー
ル
株
式
会
社

1941

● 

沖
縄
ホ
テ
ル 

開
業（
県
内
初
の
観
光
ホ
テ
ル
）

1948

● 

リ
ウ
ボ
ウ
旅
行
社 

設
立（
県
内
初
の
旅
行
会
社
）

1950

● 

戦
後
初
の
観
光
団
体
来
沖（
京
都
観
光
団
5
3
名
）（
慰
霊
の
旅
）

1954

● 「
沖
縄
観
光
協
会
」（
任
意
団
体
）設
立

1968

1969

● 「
社
団
法
人
沖
縄
県
観
光
連
盟
」設
立

● 「
沖
縄
観
光
開
発
事
業
団
」設
立

　（〜
平
成
2
9
年
3
月
）

● 

那
覇
空
港
観
光
案
内
所 

運
営

● 

日
本
航
空（
J
A
L
）羽
田-

那
覇
線 

開
設

● 

那
覇
民
間
空
港
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル 

供
用
開
始

1959

● 世界一周観光船
　「カロニア号」那覇寄港

［昭和34年］

1963
● 第1回 名護さくら祭り

［昭和38年］

1962
● 首都高速道路
　1号線 開通
● キューバ危機

［昭和37年］

1970

● 旧海軍司令部壕 営業開始

［昭和45年］

● 沖縄海中公園(海中展望塔)
営業開始

1958

● B円からドルへ通貨切替

［昭和33年］

● 沖縄ツーリスト株式会社 設立

1954
● 日本航空（JAL）羽田-那覇線 開設

［昭和29年］

1905［明治38年］

● 第二次世界大戦終戦

● ジュネーブ会議

● 皇太子さま、美智子さまご結婚
● 安保闘争
● キューバ革命

1945［昭和20年］

● ローマ五輪　● ＯＰＥＣ結成

1960［昭和35年］

● ドイツベルリンの
　壁建設

1961
［昭和36年］

● いざなぎ景気（～昭和45年）
● ザ・ビートルズ 来日
● 中国文化大革命

● 日韓基本条約 締結
● ベトナム戦争

1965［昭和40年］ ● ジャンボジェット機
　登場
● アポロ11号月面着陸

● 沖縄返還協定 調印
● 中華人民共和国 国連参加

1969
［昭和44年］

1967

● 南西航空（現JTA）離島路線開設

［昭和42年］
● 公害対策基本法 制定
● 第三次中東戦争
● 東南アジア諸国連合（ASEAN）設立
● ヨーロッパ共同体（EC）発足

● 日本万国博覧会（大阪万博）開催
● 初の国産人工衛星打ち上げ成功
● よど号ハイジャック事件
● 核拡散防止条約 発効

［昭和41年］1966

● 第1回「おきなわまつり」
　開催

［昭和46年］1971

※主な動きのみを掲載しています

※1971年までの観光客数は
　暦年で表示しています。

● 

全
日
本
空
輸（
A
N
A
）鹿
児
島-

那
覇
線 

開
設

● 

琉
球
政
府
に「
観
光
課
」設
置

● 全日本空輸(ANA)
　鹿児島-那覇線 開設

1
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年計
158万人

（初の100万人
超え）

万人

万人

万人
250

500

1,000

55.8 80.2 181.0 188.5 210.4 209.9
161.9158.1

86.4
128.9

沖縄の観光客数（万人）

1975
● 「沖縄国際海洋博覧会」開催

● JAL初の沖縄キャンペーン
　「Let's Kiss the sun」

※主な動きのみを掲載しています

［昭和50年］

1980

本土復帰後～観光地沖縄としての
認知度UPの時代

年1972 年1987

History
 of

Okinawa

1972

1978

1981
●ミス沖縄選出開始

［昭和56年］

● ベトナム戦争 終結

［昭和49年］

1976
● ロッキード事件

● 日中平和友好条約 調印
● 新東京国際空港 開港

［昭和51年］

1979
● 東京サミット
● 第二次オイルショック

● ソ連 アフガニスタン侵攻
● 米中国交 樹立

［昭和54年］

1974
● 佐藤元首相
　ノーベル平和賞受賞

● ローマ法王初来日

● 新札発行(1万円、5千円、千円)

1983
● ロッキード事件
　田中元首相に
　実刑判決

［昭和58年］

1985
● プラザ合意
● つくば科学万博

［昭和60年］

1986
● チャールズ皇太子
　ダイアナ妃来日
● チェルノブイリ
　原発事故 

［昭和61年］

1977
● 日本初の静止衛星打ち上げ成功

［昭和52年］

1979

1980

　初
キ
ャ
ン
プ
」実
施

　（現
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

● 

名
護
市
に
て「
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

● 

中
華
航
空 

那
覇
〜
台
北
定
期
航
空
路
線
開
設

1981

● 

ミ
ス
沖
縄
選
出 

開
始

1982

1983

● 

那
覇
空
港
滑
走
路 

延
長
工
事
着
手

1985

　（C
G
G
）」運
動
開
始

● 「
ク
リ
ー
ン・グ
リ
ー
ン・グ
レ
イ
シ
ャ
ス

● 

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
展
示
棟 

供
用
開
始

● 

「
第
4
2
回
国
民
体
育
大
会
」（
海
邦
国
体
）開
催（
県
内
初
開
催
）

● 

第
1
回「
海
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」開
催

● 

第
1
回「
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン
」開
催

1984

● 

第
1
回「
花
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」開
催

1974

● 

沖
縄
自
動
車
道 

開
通

1975

● 「
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
」開
催

● 

那
覇
空
港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル 

完
成

● 

東
京・大
阪・福
岡
案
内
所
業
務
開
始

　（県
内
初
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
）開
業

● 「
ホ
テ
ル
ム
ー
ン
ビ
ー
チ
」

1976

1977

● 

団
体
包
括
旅
行
割
引
運
賃 

実
施

● 

第
1
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
を
開
催

● 「
観
光
戻
税
制
度
」（
〜
平
成
1
4
年
）導
入

1978

　（本
土
復
帰
後
初
の
国
際
線
就
航
）

● 

J
A
L 

香
港-

那
覇
線 

開
設

● 

7
3
0（
ナ
ナ
サ
ン
マ
ル
）左
側
通
行
開
始

　「Let's Kiss the sun

」

● 

J
A
L
初
の
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

● 「
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
管
理
財
団
」設
立

1987

● 「
オ
キ
ナ
ワ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」設
立

1984

● 第1回「花のカーニバル」開催

［昭和59年］

● 「ホテルムーンビーチ」（県内初のリゾートホテル）開業

1978

● JAL香港-那覇線 開設
　（本土復帰後初の国際線就航）

［昭和53年］

● 730（ナナサンマル）左側通行開始

● テンミリオン計画（5年以内に日本人の
　海外渡航者数を1000万人にするという目標）

1987

● 沖縄コンベンションセンター展示棟供用開始

［昭和62年］

● 「第42回国民体育大会」
　（海邦国体）開催（県内初開催）

● 沖縄観光の動き　● OCVBの動き　● 日本の動き　● 世界の動き

『写真集那覇百年のあゆみ』より
提供：那覇市歴史博物館

提供：株式会社 国建

1987年ポスター

提供：那覇市歴史博物館

提供：日本航空

1955年ポスター　提供：日本航空

海洋博PR団出発式（1974年）
提供：沖縄県公文書館

提供：那覇市歴史博物館

History
 of

Okinawa

1979

1987

1972

1986

● 

那
覇
空
港
滑
走
路
供
用
開
始

● 

新
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル 

供
用
開
始

　設
立

● 「
財
団
法
人
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

● 「
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
」施
行

1972

● 

沖
縄
本
土
復
帰

● 「
財
団
法
人
沖
縄
県
観
光
開
発
公
社
」設
立

● 

A
N
A
初
の
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
キ
ラ
キ
ラ
沖
縄
」

1973

● 「
沖
縄
特
別
国
民
体
育
大
会
」 （
若
夏
国
体
）開
催

● 「
沖
縄
県
リ
ゾ
ー
ト
開
発
公
社
」設
立

● 「
沖
縄
観
光
速
報
」創
刊

提供：沖縄県公文書館

提供：全日本空輸

1972

● 沖縄本土復帰

● ANA初の沖縄キャンペーン
　「キラキラ沖縄」

● 観光鍾乳洞「玉泉洞」オープン

［昭和47年］
● 札幌五輪　● 日中国交正常化
● ニクソン訪中、共同声明発表　● ウォーターゲート事件

● 変動為替相場制へ移行
● 第一次石油ショック
● 第四次中東戦争

1973［昭和48年］

● 東北新幹線開通
● テレホンカード登場

1982
［昭和57年］

● イラン・イラク戦争

1980［昭和55年］

提供：那覇市歴史博物館

● 
ド
ル
か
ら
円
へ
の
通
貨
交
換

● 
観
光
鍾
乳
洞「
玉
泉
洞
」オ
ー
プ
ン

● ドルから円への通貨交換

提供：株式会社南都
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年計
158万人

（初の100万人
超え）

万人

万人

万人
250

500

1,000

55.8 80.2 181.0 188.5 210.4 209.9
161.9158.1

86.4
128.9

沖縄の観光客数（万人）

1975
● 「沖縄国際海洋博覧会」開催

● JAL初の沖縄キャンペーン
　「Let's Kiss the sun」

※主な動きのみを掲載しています

［昭和50年］

1980

本土復帰後～観光地沖縄としての
認知度UPの時代

年1972 年1987

History
 of

Okinawa

1972

1978

1981
●ミス沖縄選出開始

［昭和56年］

● ベトナム戦争 終結

［昭和49年］

1976
● ロッキード事件

● 日中平和友好条約 調印
● 新東京国際空港 開港

［昭和51年］

1979
● 東京サミット
● 第二次オイルショック

● ソ連 アフガニスタン侵攻
● 米中国交 樹立

［昭和54年］

1974
● 佐藤元首相
　ノーベル平和賞受賞

● ローマ法王初来日

● 新札発行(1万円、5千円、千円)

1983
● ロッキード事件
　田中元首相に
　実刑判決

［昭和58年］

1985
● プラザ合意
● つくば科学万博

［昭和60年］

1986
● チャールズ皇太子
　ダイアナ妃来日
● チェルノブイリ
　原発事故 

［昭和61年］

1977
● 日本初の静止衛星打ち上げ成功

［昭和52年］

1979

1980

　初
キ
ャ
ン
プ
」実
施

　（現
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

● 

名
護
市
に
て「
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

● 

中
華
航
空 

那
覇
〜
台
北
定
期
航
空
路
線
開
設

1981

● 

ミ
ス
沖
縄
選
出 

開
始

1982

1983

● 

那
覇
空
港
滑
走
路 

延
長
工
事
着
手

1985

　（C
G
G
）」運
動
開
始

● 「
ク
リ
ー
ン・グ
リ
ー
ン・グ
レ
イ
シ
ャ
ス

● 

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
展
示
棟 

供
用
開
始

● 

「
第
4
2
回
国
民
体
育
大
会
」（
海
邦
国
体
）開
催（
県
内
初
開
催
）

● 

第
1
回「
海
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」開
催

● 

第
1
回「
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン
」開
催

1984

● 

第
1
回「
花
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」開
催

1974

● 

沖
縄
自
動
車
道 

開
通

1975

● 「
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
」開
催

● 

那
覇
空
港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル 

完
成

● 

東
京・大
阪・福
岡
案
内
所
業
務
開
始

　（県
内
初
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
）開
業

● 「
ホ
テ
ル
ム
ー
ン
ビ
ー
チ
」

1976

1977

● 

団
体
包
括
旅
行
割
引
運
賃 

実
施

● 

第
1
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
を
開
催

● 「
観
光
戻
税
制
度
」（
〜
平
成
1
4
年
）導
入

1978

　（本
土
復
帰
後
初
の
国
際
線
就
航
）

● 

J
A
L 

香
港-

那
覇
線 

開
設

● 

7
3
0（
ナ
ナ
サ
ン
マ
ル
）左
側
通
行
開
始

　「Let's Kiss the sun

」

● 

J
A
L
初
の
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

● 「
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
管
理
財
団
」設
立

1987

● 「
オ
キ
ナ
ワ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」設
立

1984

● 第1回「花のカーニバル」開催

［昭和59年］

● 「ホテルムーンビーチ」（県内初のリゾートホテル）開業

1978

● JAL香港-那覇線 開設
　（本土復帰後初の国際線就航）

［昭和53年］

● 730（ナナサンマル）左側通行開始

● テンミリオン計画（5年以内に日本人の
　海外渡航者数を1000万人にするという目標）

1987

● 沖縄コンベンションセンター展示棟供用開始

［昭和62年］

● 「第42回国民体育大会」
　（海邦国体）開催（県内初開催）

● 沖縄観光の動き　● OCVBの動き　● 日本の動き　● 世界の動き

『写真集那覇百年のあゆみ』より
提供：那覇市歴史博物館

提供：株式会社 国建

1987年ポスター

提供：那覇市歴史博物館

提供：日本航空

1955年ポスター　提供：日本航空

海洋博PR団出発式（1974年）
提供：沖縄県公文書館

提供：那覇市歴史博物館

History
 of

Okinawa

1979

1987

1972

1986

● 

那
覇
空
港
滑
走
路
供
用
開
始

● 

新
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル 

供
用
開
始

　設
立

● 「
財
団
法
人
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

● 「
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
」施
行

1972

● 

沖
縄
本
土
復
帰

● 「
財
団
法
人
沖
縄
県
観
光
開
発
公
社
」設
立

● 

A
N
A
初
の
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
キ
ラ
キ
ラ
沖
縄
」

1973

● 「
沖
縄
特
別
国
民
体
育
大
会
」 （
若
夏
国
体
）開
催

● 「
沖
縄
県
リ
ゾ
ー
ト
開
発
公
社
」設
立

● 「
沖
縄
観
光
速
報
」創
刊

提供：沖縄県公文書館

提供：全日本空輸

1972

● 沖縄本土復帰

● ANA初の沖縄キャンペーン
　「キラキラ沖縄」

● 観光鍾乳洞「玉泉洞」オープン

［昭和47年］
● 札幌五輪　● 日中国交正常化
● ニクソン訪中、共同声明発表　● ウォーターゲート事件

● 変動為替相場制へ移行
● 第一次石油ショック
● 第四次中東戦争

1973［昭和48年］

● 東北新幹線開通
● テレホンカード登場

1982
［昭和57年］

● イラン・イラク戦争

1980［昭和55年］

提供：那覇市歴史博物館

● 

ド
ル
か
ら
円
へ
の
通
貨
交
換

● 

観
光
鍾
乳
洞「
玉
泉
洞
」オ
ー
プ
ン

● ドルから円への通貨交換

提供：株式会社南都
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241.1 293.5 310.5 315.2 317.2 351.0 421.6 449.7 489.9

万人

万人

万人
250

500

1,000

沖縄の観光客数（万人）

年計
400万人を
突破！

1999

● 那覇空港国内線
　新旅客ターミナルビル落成

［平成11年］

2000

年1988 年2003

1994
● 松本サリン事件
● 北海道東方沖地震

1996
● 日米安保共同宣言

［平成8年］

1997
● 消費税5％
● 香港返還

● ITバブル 

［平成9年］

1998
● 長野オリンピック

［平成10年］

1995
● 阪神淡路大震災
● 地下鉄サリン事件

［平成7年］

2000
● 2000円札発行

［平成12年］

1999

2000

　沖
縄
尚
学
高
校 

初
優
勝

● 

第
7
1
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

● 

「
第
2
6
回
主
要
国
首
脳
会
議
」（
九
州・沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
）開
催

2001

● 

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」放
送

● 「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
さ
ー
沖
縄
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2002

● 「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」開
業

● 「
沖
縄
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル・あ
し
び
な
ー
」開
業

● 「
R
e
沖
縄
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

● 

「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」世
界
遺
産
登
録

● 

沖
縄
ら
し
い
ウ
ェ
ア
名
と
し
て「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」に
統
一

● 

那
覇
空
港
国
内
線
新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
落
成

● 

「
日
本・太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
」（
太
平
洋・島
サ
ミ
ッ
ト
）開
催

● 

フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空
　那
覇
〜
マ
ニ
ラ
定
期
航
空
路
線
開
設

2003

● 

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル 

全
線
開
業

1994

● 「（
財
）沖
縄
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」発
足

　「観
光
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」締
結

　台
湾
観
光
協
会
が

● （
財
）沖
縄
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と

　ハ
ワ
イ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
姉
妹
提
携
宣
言

● （
財
）沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と

1995

● 「
大
琉
球・ま
つ
り
大
国
」開
催

● 「
美
ら
島
お
き
な
わ
観
光
宣
言
」

1996

1997

1998

● 

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
宣
言
」

● 

台
湾
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船（
ス
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
） 

石
垣
港
初
寄
港

● 

公
租
公
課
の
軽
減
措
置
に
伴
う
航
空
路
線
需
要
拡
大

● 

韓
国
事
務
所
、台
北
事
務
所 

開
設

● 

「（
財
）沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」発
足

● 

沖
縄
海
中
公
園
が
ブ
セ
ナ
海
中
公
園
事
業
所
と
し
て
再
オ
ー
プ
ン

● 

福
岡
事
務
所
　開
設

● 

大
阪
事
務
所 

開
設

● 

万
国
津
梁
館 

管
理
運
営
受
託

● 

沖
縄
観
光
P
R
大
使「
花
笠
マ
ハ
エ
」誕
生

● 

沖
縄
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス 

設
立

2003

● 沖縄都市モノレール全線開業

［平成15年］

● イラク戦争
● SARS猛威

2001

●  「だいじょうぶさー沖縄」
　キャンペーン

［平成13年］
● アメリカ同時多発テロ
● アフガニスタン紛争

● 学校週5日制 導入　● 日韓ワールドカップ 
● 北朝鮮拉致被害者 帰国
● アフリカ連合 発足　● EURO発足

● 「美ら島おきなわ観光宣言」
● 「第26回主要国首脳会議」
　（九州・沖縄サミット）開催

2002［平成14年］

沖縄観光発展の推移 ※主な動きのみを掲載しています● 沖縄観光の動き　● OCVBの動き　● 日本の動き　● 世界の動き

提供：那覇空港ビルディング株式会社

提供：沖縄都市モノレール株式会社
提供：2002年ポスター

提供：首里城公園

提供：日本トランスオーシャン航空

提供：国営沖縄紀念公園
（海洋博公園）・沖縄美ら海水族館

提供：沖縄県

History
 of

Okinawa

1988

1994

History
 of

Okinawa

1995

2003

1990

1991
● バブル経済 崩壊
● ゴルバチョフ大統領初来日
● 湾岸戦争
● ソ連邦解体、ロシア連邦成立

［平成3年］

1993
● 皇太子さま・
　雅子さまご結婚
● レインボーブリッジ 開通
● 欧州連合(EU)　設立

［平成5年］

1988
● イラン・イラク戦争 停戦

［昭和63年］

1989
● 消費税3％開始
● 天安門事件

● 冷戦終結宣言
● ベルリンの壁崩壊

［昭和64年／平成元年］

1990

1992

● 「
首
里
城
公
園
」開
園

1993

● 

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
琉
球
の
風
」放
映

● 「
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
」閉
館

● 

第
1
回「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」開
催

● （
財
）ア
ク
ア
ポ
リ
ス
管
理
財
団
と
機
能
統
合

　（本
土
復
帰
時
期
か
ら
8
倍
以
上
の
増
加
）

　観
光
収
入
2
7
5
0
億
円
超
え

● 

入
域
3
0
0
万
人
突
破
、

　定
期
航
空
路
線
開
設

● 

ア
シ
ア
ナ
航
空
　那
覇
〜
ソ
ウ
ル

1991

● 

第
1
回「
サ
ン
ト
ピ
ア
沖
縄
」開
催

1988

● 

め
ん
そ
ー
れ
沖
縄
県
民
推
進
運
動 

開
始

● 

第
1
回「
ツ
ー
ル・ド・お
き
な
わ
」開
催

1989

● 全日本空輸(ANA)那覇-石垣線 開設

1992
● 「首里城公園」開園

［昭和62年］

● 第1回「ツール・ド・おきなわ」開催

1990
● 日本人初の宇宙飛行
● 東西ドイツ統合

［平成2年］

● 第1回「世界のウチナーンチュ
　大会」開催

● 「
道
の
駅・許
田
」開
業（
県
内
初
の
道
の
駅
）

年計
300万人を
突破！

提供：全日本空輸

提供：沖縄県

提供：NPO法人ツール・ド・おきなわ協会 提供：アシアナ航空

提供：首里城公園

［平成6年］

● （財）沖縄ビジターズビューローと
　台湾観光協会が「観光協力に
　関する協定書」締結

● 第1回「サントピア沖縄」
　開催

● 「沖縄美ら海水族館」開業

● アシアナ航空
　那覇～ソウル定期航空路線開設
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241.1 293.5 310.5 315.2 317.2 351.0 421.6 449.7 489.9

万人

万人

万人
250

500

1,000

沖縄の観光客数（万人）

年計
400万人を
突破！

1999

● 那覇空港国内線
　新旅客ターミナルビル落成

［平成11年］

2000

年1988 年2003

1994
● 松本サリン事件
● 北海道東方沖地震

1996
● 日米安保共同宣言

［平成8年］

1997
● 消費税5％
● 香港返還

● ITバブル 

［平成9年］

1998
● 長野オリンピック

［平成10年］

1995
● 阪神淡路大震災
● 地下鉄サリン事件

［平成7年］

2000
● 2000円札発行

［平成12年］

1999

2000

　沖
縄
尚
学
高
校 

初
優
勝

● 

第
7
1
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

● 

「
第
2
6
回
主
要
国
首
脳
会
議
」（
九
州・沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
）開
催

2001

● 

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」放
送

● 「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
さ
ー
沖
縄
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2002

● 「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」開
業

● 「
沖
縄
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル・あ
し
び
な
ー
」開
業

● 「
R
e
沖
縄
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

● 

「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」世
界
遺
産
登
録

● 

沖
縄
ら
し
い
ウ
ェ
ア
名
と
し
て「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」に
統
一

● 

那
覇
空
港
国
内
線
新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
落
成

● 

「
日
本・太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
」（
太
平
洋・島
サ
ミ
ッ
ト
）開
催

● 

フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空
　那
覇
〜
マ
ニ
ラ
定
期
航
空
路
線
開
設

2003

● 

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル 

全
線
開
業

1994

● 「（
財
）沖
縄
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」発
足

　「観
光
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」締
結

　台
湾
観
光
協
会
が

● （
財
）沖
縄
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と

　ハ
ワ
イ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
姉
妹
提
携
宣
言

● （
財
）沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と

1995

● 「
大
琉
球・ま
つ
り
大
国
」開
催

● 「
美
ら
島
お
き
な
わ
観
光
宣
言
」

1996

1997

1998

● 

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
宣
言
」

● 
台
湾
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船（
ス
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
） 

石
垣
港
初
寄
港

● 
公
租
公
課
の
軽
減
措
置
に
伴
う
航
空
路
線
需
要
拡
大

● 

韓
国
事
務
所
、台
北
事
務
所 

開
設

● 

「（
財
）沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」発
足

● 

沖
縄
海
中
公
園
が
ブ
セ
ナ
海
中
公
園
事
業
所
と
し
て
再
オ
ー
プ
ン

● 

福
岡
事
務
所
　開
設

● 

大
阪
事
務
所 

開
設

● 

万
国
津
梁
館 

管
理
運
営
受
託

● 

沖
縄
観
光
P
R
大
使「
花
笠
マ
ハ
エ
」誕
生

● 

沖
縄
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス 

設
立

2003

● 沖縄都市モノレール全線開業

［平成15年］

● イラク戦争
● SARS猛威

2001

●  「だいじょうぶさー沖縄」
　キャンペーン

［平成13年］
● アメリカ同時多発テロ
● アフガニスタン紛争

● 学校週5日制 導入　● 日韓ワールドカップ 
● 北朝鮮拉致被害者 帰国
● アフリカ連合 発足　● EURO発足

● 「美ら島おきなわ観光宣言」
● 「第26回主要国首脳会議」
　（九州・沖縄サミット）開催

2002［平成14年］

沖縄観光発展の推移 ※主な動きのみを掲載しています● 沖縄観光の動き　● OCVBの動き　● 日本の動き　● 世界の動き

提供：那覇空港ビルディング株式会社

提供：沖縄都市モノレール株式会社
提供：2002年ポスター

提供：首里城公園

提供：日本トランスオーシャン航空

提供：国営沖縄紀念公園
（海洋博公園）・沖縄美ら海水族館

提供：沖縄県

History
 of

Okinawa

1988

1994

History
 of

Okinawa

1995

2003

1990

1991
● バブル経済 崩壊
● ゴルバチョフ大統領初来日
● 湾岸戦争
● ソ連邦解体、ロシア連邦成立

［平成3年］

1993
● 皇太子さま・
　雅子さまご結婚
● レインボーブリッジ 開通
● 欧州連合(EU)　設立

［平成5年］

1988
● イラン・イラク戦争 停戦

［昭和63年］

1989
● 消費税3％開始
● 天安門事件

● 冷戦終結宣言
● ベルリンの壁崩壊

［昭和64年／平成元年］

1990

1992

● 「
首
里
城
公
園
」開
園

1993

● 

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
琉
球
の
風
」放
映

● 「
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
」閉
館

● 

第
1
回「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」開
催

● （
財
）ア
ク
ア
ポ
リ
ス
管
理
財
団
と
機
能
統
合

　（本
土
復
帰
時
期
か
ら
8
倍
以
上
の
増
加
）

　観
光
収
入
2
7
5
0
億
円
超
え

● 

入
域
3
0
0
万
人
突
破
、

　定
期
航
空
路
線
開
設

● 

ア
シ
ア
ナ
航
空
　那
覇
〜
ソ
ウ
ル

1991

● 

第
1
回「
サ
ン
ト
ピ
ア
沖
縄
」開
催

1988

● 

め
ん
そ
ー
れ
沖
縄
県
民
推
進
運
動 

開
始

● 

第
1
回「
ツ
ー
ル・ド・お
き
な
わ
」開
催

1989

● 全日本空輸(ANA)那覇-石垣線 開設

1992
● 「首里城公園」開園

［昭和62年］

● 第1回「ツール・ド・おきなわ」開催

1990
● 日本人初の宇宙飛行
● 東西ドイツ統合

［平成2年］

● 第1回「世界のウチナーンチュ
　大会」開催

● 「
道
の
駅・許
田
」開
業（
県
内
初
の
道
の
駅
）

年計
300万人を
突破！

提供：全日本空輸

提供：沖縄県

提供：NPO法人ツール・ド・おきなわ協会 提供：アシアナ航空

提供：首里城公園

［平成6年］

● （財）沖縄ビジターズビューローと
　台湾観光協会が「観光協力に
　関する協定書」締結

● 第1回「サントピア沖縄」
　開催

● 「沖縄美ら海水族館」開業

● アシアナ航空
　那覇～ソウル定期航空路線開設
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517.1 570.5 593.4 570.5 592.4 716.9 876.9

万人

万人

万人
250

500

1,000

年計
700万人を
突破！

沖縄の
観光客数
（万人）

2010

年2004 年2016

2005
● 郵政民営化 
● 「日本国際博覧会」
　（愛・地球博） 開催
● 中部国際空港　開港

［平成17年］

2010
● ユーロ危機

［平成22年］

2012
● 東京スカイツリー　開業

［平成24年］

2013
● 2020年
　東京オリンピック・
　パラリンピック決定

［平成25年］

2011
● 東日本大震災
● 地上デジタルテレビ放送　開始
● 国際宇宙ステーション　完成

［平成23年］

2006

● 神戸空港 開港
● ライブドアショック

［平成18年］

2008
● 第34回主要国首脳会議
　（北海道洞爺湖サミット）
　開催
● リーマンショック

● 裁判員制度 開始
● 新型インフルエンザ流行

［平成20年］

2005

　
約
7
0
0
0
名
が
参
加

● 

米
州
開
発
銀
行（
I
D
B
）第
4
6
回
年
次
総
会
で

2012

● 「
ボ
イ
ジ
ャ
ー・オ
ブ・ザ・シ
ー
ズ
」初
寄
港

2004

● 「
国
立
劇
場
お
き
な
わ
」開
業

● 「
D
F
S
ギ
ャ
ラ
リ
ア・沖
縄
」開
業

● 
第
1
回「
琉
球
海
炎
祭
」開
催

● 

古
宇
利
大
橋
が
開
通（
全
長
1
9
6
0
ｍ
）

2007

　（
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
）

● 

台
湾
か
ら
初
の
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
客

2008

　
大
型
旅
客
船
バ
ー
ス
が
完
成

● 

那
覇
港
泊
埠
頭
に
県
内
初
の

● 「
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
」（
O
I
S
T
）設
立

● 「
沖
縄
観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」宣
言

● 

沖
縄
県
立
博
物
館・美
術
館
が
開
館

2006

● 

第
1
回「
沖
縄
国
際
映
画
祭
」開
催

● 

沖
縄
空
手
道
世
界
大
会 

開
催

　（
A
N
A
沖
縄
貨
物
ハ
ブ
）稼
働

● 

沖
縄
国
際
物
流
ハ
ブ

● 

組
踊
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

2009

　（
全
国
高
校
総
体
）開
催

● 「
美
ら
島
沖
縄
総
体
」

2010

● 

中
国
人
観
光
客
向
け
数
次
ビ
ザ
発
給

● 

若
狭
ク
ル
ー
ズ
バ
ー
ス
完
成

● 

L
C
C
元
年

2011

● 「
南
ぬ
島
石
垣
空
港
」開
港

2013

　
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
が
友
好
親
善
協
定
を
締
結

● 

済
州
特
別
自
治
道
観
光
協
会
と

● 

観
光
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー 

設
立

● 

O
C
V
B
が
財
団
法
人
か
ら
一
般
財
団
法
人
へ
移
行

● 

観
光
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
資
格
認
定
制
度 

開
始

2007

● 「沖縄観光バリアフリー」宣言

［平成19年］

● 新潟県中越沖地震
● 能登半島地震

● 若狭クルーズバース完成
● 伊良部大橋が開通（全長3540ｍ）

● 「ボイジャー・オブ・ザ・
　シーズ」初寄港

● 「南ぬ島石垣空港」
　開港

● 2020年東京オリンピックに
　おける空手道競技正式種目決定

● 新潟県中越地震
● 日朝首脳会談

2004［平成16年］

● 「国立劇場おきなわ」開業

● 「DFSギャラリア・沖縄」開業

2009［平成21年］

● 第１回「沖縄国際映画祭」開催

● 沖縄国際物流ハブ（ANA沖縄貨物ハブ）稼働

　
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技
」

● 

本
土
復
帰
4
0
周
年
事
業「
日
本
オ
ー
プ
ン

　
空
手
道
競
技
正
式
種
目
決
定

● 

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る

● 

香
港
エ
キ
ス
プ
レ
ス
航
空
　
香
港
〜
石
垣
路
線
開
設

※主な動きのみを掲載しています● 沖縄観光の動き　● OCVBの動き　● 日本の動き　● 世界の動き

提供：国立劇場おきなわ

提供：沖縄ディーエフエス株式会社
提供：ANA Cargo

提供：那覇市

History
 of

Okinawa

2004

2009

History
 of

Okinawa

2010

2016

2014
● デング熱 流行
● ウクライナのクリミア　ロシア併合
● ISIL（ISIS）樹立宣言

［平成26年］

2015
● 欧州難民危機
● パリ同時多発テロ
● 米キューバ　国交回復

［平成27年］

2016
● 北海道新幹線　開通
● イギリスEU離脱国民投票
● 台湾地震

［平成28年］

2014

2015

2016

● 

「
那
覇
空
港
新
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」供
用
開
始

● 「
那
覇
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」供
用
開
始

● 

慶
良
間
諸
島
国
立
公
園
に
指
定

● 

伊
良
部
大
橋
が
開
通（
全
長
3
5
4
0
ｍ
）

● 

沖
縄
県
北
部
地
域
に
や
ん
ば
る
国
立
公
園
を
指
定

● 

那
覇
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
観
光
案
内
所
運
営

沖縄観光発展の推移

● 観光タクシー乗務員資格
　認定制度 開始
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万人

万人

万人
250

500

1,000

年計
700万人を
突破！

沖縄の
観光客数
（万人）

2010

年2004 年2016

2005
● 郵政民営化 
● 「日本国際博覧会」
　（愛・地球博） 開催
● 中部国際空港　開港

［平成17年］

2010
● ユーロ危機

［平成22年］

2012
● 東京スカイツリー　開業

［平成24年］

2013
● 2020年
　東京オリンピック・
　パラリンピック決定

［平成25年］

2011
● 東日本大震災
● 地上デジタルテレビ放送　開始
● 国際宇宙ステーション　完成

［平成23年］

2006

● 神戸空港 開港
● ライブドアショック

［平成18年］

2008
● 第34回主要国首脳会議
　（北海道洞爺湖サミット）
　開催
● リーマンショック

● 裁判員制度 開始
● 新型インフルエンザ流行

［平成20年］

2005

　
約
7
0
0
0
名
が
参
加

● 

米
州
開
発
銀
行（
I
D
B
）第
4
6
回
年
次
総
会
で

2012
● 「
ボ
イ
ジ
ャ
ー・オ
ブ・ザ・シ
ー
ズ
」初
寄
港

2004

● 「
国
立
劇
場
お
き
な
わ
」開
業

● 「
D
F
S
ギ
ャ
ラ
リ
ア・沖
縄
」開
業

● 

第
1
回「
琉
球
海
炎
祭
」開
催

● 

古
宇
利
大
橋
が
開
通（
全
長
1
9
6
0
ｍ
）

2007

　（
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
）

● 

台
湾
か
ら
初
の
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
客

2008

　
大
型
旅
客
船
バ
ー
ス
が
完
成

● 

那
覇
港
泊
埠
頭
に
県
内
初
の

● 「
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
」（
O
I
S
T
）設
立

● 「
沖
縄
観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」宣
言

● 

沖
縄
県
立
博
物
館・美
術
館
が
開
館

2006

● 

第
1
回「
沖
縄
国
際
映
画
祭
」開
催

● 

沖
縄
空
手
道
世
界
大
会 

開
催

　（
A
N
A
沖
縄
貨
物
ハ
ブ
）稼
働

● 

沖
縄
国
際
物
流
ハ
ブ

● 

組
踊
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

2009

　（
全
国
高
校
総
体
）開
催

● 「
美
ら
島
沖
縄
総
体
」

2010

● 

中
国
人
観
光
客
向
け
数
次
ビ
ザ
発
給

● 

若
狭
ク
ル
ー
ズ
バ
ー
ス
完
成

● 

L
C
C
元
年

2011

● 「
南
ぬ
島
石
垣
空
港
」開
港

2013

　
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
が
友
好
親
善
協
定
を
締
結

● 

済
州
特
別
自
治
道
観
光
協
会
と

● 

観
光
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー 

設
立

● 

O
C
V
B
が
財
団
法
人
か
ら
一
般
財
団
法
人
へ
移
行

● 

観
光
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
資
格
認
定
制
度 

開
始

2007

● 「沖縄観光バリアフリー」宣言

［平成19年］

● 新潟県中越沖地震
● 能登半島地震

● 若狭クルーズバース完成
● 伊良部大橋が開通（全長3540ｍ）

● 「ボイジャー・オブ・ザ・
　シーズ」初寄港

● 「南ぬ島石垣空港」
　開港

● 2020年東京オリンピックに
　おける空手道競技正式種目決定

● 新潟県中越地震
● 日朝首脳会談

2004［平成16年］

● 「国立劇場おきなわ」開業

● 「DFSギャラリア・沖縄」開業

2009［平成21年］

● 第１回「沖縄国際映画祭」開催

● 沖縄国際物流ハブ（ANA沖縄貨物ハブ）稼働

　
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技
」

● 

本
土
復
帰
4
0
周
年
事
業「
日
本
オ
ー
プ
ン

　
空
手
道
競
技
正
式
種
目
決
定

● 

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る

● 

香
港
エ
キ
ス
プ
レ
ス
航
空
　
香
港
〜
石
垣
路
線
開
設

※主な動きのみを掲載しています● 沖縄観光の動き　● OCVBの動き　● 日本の動き　● 世界の動き

提供：国立劇場おきなわ

提供：沖縄ディーエフエス株式会社
提供：ANA Cargo

提供：那覇市

History
 of

Okinawa

2004

2009

History
 of

Okinawa

2010

2016

2014
● デング熱 流行
● ウクライナのクリミア　ロシア併合
● ISIL（ISIS）樹立宣言

［平成26年］

2015
● 欧州難民危機
● パリ同時多発テロ
● 米キューバ　国交回復

［平成27年］

2016
● 北海道新幹線　開通
● イギリスEU離脱国民投票
● 台湾地震

［平成28年］

2014

2015

2016

● 

「
那
覇
空
港
新
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」供
用
開
始

● 「
那
覇
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」供
用
開
始

● 

慶
良
間
諸
島
国
立
公
園
に
指
定

● 

伊
良
部
大
橋
が
開
通（
全
長
3
5
4
0
ｍ
）

● 

沖
縄
県
北
部
地
域
に
や
ん
ば
る
国
立
公
園
を
指
定

● 

那
覇
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
観
光
案
内
所
運
営

沖縄観光発展の推移

● 観光タクシー乗務員資格
　認定制度 開始
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沖縄の
観光客数
（万人）

万人

万人

万人
250

500

1,000

2020

沖縄観光発展の推移年2017 年2022

2019
● ラグビーワールドカップ　開催
● 天皇　生前退位　年号が「令和」へ
● ノートルダム大聖堂で大火災

［平成31年／令和元年］

2020
● 英国がEU離脱

● 新型コロナウイルス感染症
　国内で感染拡大

［令和2年］

2021［令和3年］

2017［平成29年］

2018

● 仮想通貨流出事件
● 大阪府北部地震
● 北海道胆振東部地震
● 麻しん流行
● 南北首脳会談
● 米朝首脳会談

［平成30年］

年計
1000万人を
突破！

2018

2020

2021

2022

● 

「
西
表
石
垣
国
立
公
園
」が
ダ
ー
ク
ス
カ
イ・パ
ー
ク
に
認
定

2019

● 

ゆ
い
レ
ー
ル 

て
だ
こ
浦
西
駅
ま
で
延
伸

● 「
み
や
こ
下
地
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
」開
業

● 

空
港
連
結
タ
ー
ミ
ナ
ル 

供
用
開
始

● 

日
本
遺
産
に「
琉
球
料
理
」「
泡
盛
」「
芸
能
」が
認
定

　
全
面
開
園
開
始
。平
成
の
復
元
終
了

● 

首
里
城
御
内
原・東
の
ア
ザ
ナ
エ
リ
ア
開
園
。

● 

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
回
数
が
過
去
最
高
を
更
新

● 「
那
覇
空
港
第
2
滑
走
路
」供
用
開
始

● 

沖
縄
ア
リ
ー
ナ
完
成（
2
月
）最
大
収
容
１
万
人

● 「
奄
美・琉
球
世
界
自
然
遺
産
」登
録
予
定

　
旅
の
祭
典
in
沖
縄

● 

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
2
0

　
入
域
客
数
が
激
減

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

　
西
表
島
が
世
界
自
然
遺
産
登
録

● 

奄
美
大
島
、徳
之
島
、沖
縄
島
北
部
及
び

　
噴
火
に
伴
う
軽
石
が
県
内
各
地
に
漂
着

● 

小
笠
原
諸
島
の
海
底
火
山「
福
徳
岡
ノ
場
」の

　「
ち
む
ど
ん
ど
ん
」放
送

● 

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説

● 

本
土
復
帰
5
0
周
年

● 

第
2
回
沖
縄
空
手
世
界
大
会
開
催

● 

第
1
回
沖
縄
空
手
少
年
少
女
世
界
大
会
開
催

● 

美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
2
0
2
2
開
催

● 

第
7
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
開
催

● 「
め
ん
そ
ー
れ
沖
縄
」県
民
宣
言

2017

● 

沖
縄
空
手
会
館 

供
用
開
始

● 

O
C
V
B
、お
き
な
わ
S
D
G
s
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録

● 

沖
縄
観
光
P
R
大
使「
マ
ハ
郎
」誕
生

● 

広
域
連
携
D
M
O
認
定

● （
公
財
）日
本
観
光
振
興
協
会
沖
縄
支
部 

設
立

● 沖縄空手会館 供用開始

※主な動きのみを掲載しています● 沖縄観光の動き　● OCVBの動き　● 日本の動き　● 世界の動き

● ツーリズムEXPOジャパン2020
　旅の祭典in沖縄

● 奄美大島、徳之島、
　沖縄島北部及び西表島が
　世界自然遺産登録

● 「那覇空港第2滑走路」
　供用開始

提供：沖縄総合事務局

●  東京オリンピック・パラリンピック開催

History
 of

Okinawa

2017

2022

● NHK連続テレビ小説
　「ちむどんどん」放送

提供：ツーリズムEXPOジャパン推進室

PIXTA（ピクスタ）

提供：K.P.V.B／OCVB

2022
● ロシアによるウクライナ侵攻

［令和4年］

観光客数と観光収入の推移

※出所：観光客数は沖縄県「入域観光客統計」、観光収入は沖縄県「観光統計実態調査」
※観光収入は、平成18年度までは暦年の数値、平成19年度以降から年度の数値となっている。
※外国客には、特例上陸者を含む。

沖縄観光の目指す将来像
「世界から選ばれる持続可能な観光地」の実現に向けて

　沖縄県内への入域観光客数は、昭和47年度の55万8,593人（観光収入は暦年計で32,448百万円）か

ら平成30年度には1,000万4,300人となり、初めて1,000万人を突破し（観光収入は年度計で734,056

百万円）、順調にその数を伸ばしてきました。また、令和元年度の沖縄県における旅行・観光消費の経済波

及効果は1兆1,702億円と推測され、そのうち付加価値誘発効果は5,890億円であり、県内総生産に占め

る割合は他地域と比較しても高い値を示しています。

　しかし、令和元年度後半から世界中で流行している新型コロナウイルス感染症の影響により、観光産業

は非常に困難な状況下にあり、令和2年度の入域観光客数は減少数、減少率ともに過去最大を記録したも

のの、令和3年度は327万4,300人と3年ぶりに対前年度より増加に転じています。

　これまでも、沖縄県の観光産業は、新型インフルエンザなどの感染症や東日本大震災など、様々な苦難

の時期を乗り越え、その都度回復してきましたが、ウィズコロナ、アフターコロナにおいては、これまでの

観光のスタイルがそのまま通用するのではなく、防疫体制と受入体制を構築した上で、観光客にとって快

適な地域になることが、「世界から選ばれる持続可能な観光地」になるものと考えられます。

　OCVB は、県全体の観光地域づくり法人（広域連携DMO）として、関係省庁、地域（行政・観光協会・

DMO）、観光業界及び観光関連団体をつなぎ、持続可能な観光地の形成を図っています。

　これからも、沖縄観光のプロフェッショナルとして県経済発展の推進役を担い、観光を通した県民の幸

せづくりに貢献し、観光客のみなさまに深い感動と心身の充足を提供してまいります。
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0 0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

入
域
観
光
客
数（
万
人
）

S47 S49 S51 S53 S55 S57 S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

国内客 外国客 観光収入

首里城大火災の中でも奇跡的に
焼け残った一対の「大龍柱」を首
里城再建のシンボルとして、首里
城正殿とともに中央にレイアウト
し、「あの美しい首里城をもう一
度」という願いを込め作成

● 首里城火災（正殿を含む9棟）
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あゆみの沖縄観光
本土復帰50周年記念誌


